
Ｈ25年度
実績

Ｈ26年度
目標

 　５０３人
公立　２８２人
私立　２２１人

８か所

204人

８か所

延５５９８人／年

５か所

９１００人／年

５か所

１か所
・利用会員　４０８人
・提供会員　８５人
・両方会員　２７人

・活動件数 １５９３件
・休日・祝日利用

　　　　　　　　６９人

１か所

事　 業　 名

延長保育事業

病児・病後児保育事業

放課後児童健全育成事業

２か所
親子：5954組

２か所

３か所
親子：6316組

４か所

０か所 ０か所

進捗状況及び評価 今後の取り組み

通常保育事業
　公立保育園（3園）および
私立保育園（5園）で実施し
た。
　白井ふじ保育園で子育
て支援拠点を園とは別棟
で整備したことにより、平
成２５年度から園の定員が
10名増となった。
　平成２５年５月よりl家庭
的保育者１人が保育開始
となり、保育者４人実施
し、実人数８人の待機児童
の解消が図られた。

　児童数の推移及び保育
需要について統計を注視
し必要なサービスを検討
する。
　私立保育園と連携し、低
年齢児の受入れ体制を整
備する。
　利用者の立場にたった
保育サービスを提供して
いく。

保護者が働いていたり病気のために昼間児童の面倒を
見られない時に、保護者に代わって保育する事業。

定員　８１６人

（最大　１，００８
人）

定員　８０６人

（最大　１０１８人）

　通常保育に加え朝・夕の延
長保育を実施し、開園時間１
２時間の保育を実施した。

　継続的な事業実施を図りま
す。

通常保育の保育時間を延長して保育する事業。

休日保育事業
　実施している近隣市の状況
を確認、検討した。

　需要数および費用対効果
を勘案し、ファミリーサポート
センター事業を活用すること
とします。日曜・祝日等の保護者の勤務等により、児童が保育に欠けて

いる場合の休日保育の需要に対応するため、休日の保育を行
う事業。

０人

０か所

１１１人
１か所

　病気の回復期にある児童
を預ける環境を提供できた。
　病院に付設された専用室
で、病気回復期の児童の保
育を行うことで、安心して子
育てできる環境を提供でき
た。

鎌ケ谷市との共同により
鎌ケ谷総合病院で病後児保
育を行う。利用者が少ないこ
とから広報等を活用し認知
度を高める。

病気療養中やその回復期にあ
り、保育所等での集団生活が
困難な児童または保護者の都
合で看病が困難な児童を預か
る事業。

体調不良型

病児・病後児対応型
１１人／年

1か所
1200人／年

1か所

０人

０か所

０人

０か所

　１１か所の学童保育所につ
いて昼間保護者のいない児
童の健全育成が図られた。

　運営について、保護者会と
相談しながら検討していく。
　施設については、条例基準
に適合した上で待機児童を
生じないよう教育委員会と協
議しながら改修計画を検討し
ていく。
　また、放課後児童総合プラ
ンなど、今後の放課後児童
対策における学童保育所の
あり方について検討してい
く。

保護者が労働等により昼間家庭にいない児童に、授業の終了
後に学校の余裕教室や専用施設を利用して適切な遊び、生活
の場を与え、児童の健全育成を図る事業。

４７８人
（平均児童数）

１１か所

５４０人

11か所

数値目標一覧

ファミリーサポートセンター事業
安心して子育てできる保育環
境を整備し、子育ての負担
感を軽減することができた。
ファミリーサポートセンター事
業は、日曜日・祝日も利用で
きるので、休日保育事業を補
完する役割を果たしている。

　事業内容の周知、啓発をし
ていく。

育児の援助を受けたい人（利用会員）と育児の援助をしたい人
（提供会員）とが会員となって保育施設までの送迎や、買い物
などで外出の際にお子さんを預かるなど、市民の方が互いに
助け合う子育て支援事業

一時預かり事業
公立保育園（２園）・私立保
育園（３園）で実施し、保護者
の就労支援、緊急時のセー
フティネット的役割及び子育
て負担感の軽減が図られ
た。

　効率的に実施。利用者数
増加を図るため、事業実施
方法について、見直しを行
う。

保護者の病気など緊急時や仕事の都合で一時的
に保育が必要な時に児童を預かる事業

地域子育て支援拠点事業
　公立保育園（２園）及び私
立保育園（３園）で実施し、
延1２,000組を超える親子が
利用した。
　事業実施園及び関係機関
と連携し、効率的に子育て支
援を実施した。

　土曜日の開放日を少しず
つ増やし利用しやすい環境
を整える。保護者の意向調
査を実施して、支援のあり方
を考えていく。　　　市内各地
域へ足を運び、育児情報の
提供や相談など積極的に
行っていく。
　サークルの育成支援をして
いく。

気軽に集い、打ち解けた雰囲
気の中で語り合い、交流を図
ることや、ボランティアを活用し
て育児相談などを行う場を身
近な地域に設置することによ
り、子育て中の親の子育てへ
の負担感の緩和を図り、安心
して子育て・子育ちができる環
境を整備し、もって、地域子育
て支援機能の充実を図る目的
とした事業。

センター型

ひろば型

児童館型


